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日本仮設株式会社 東京支店 

次長 堀口 雄介 

 

【コンクリートの初期ひび割れ】 

コンクリートのひび割れ原因の中で温度応力によるものがあります。 

マスコンクリートの外部拘束による温度応力ひび割れは、 

ほぼ鉛直方向に発生し、間隔は２m ～５m で、 

ひびわれ幅が 0.6 ㎜を越えることもあり、壁を貫通するため目立ちます。 

また、浸透水が滲むこともあって（右図）、 

鋼材腐食によるコンクリートの長期耐久性低下に影響が懸念されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【初期ひび割れ対策】 

事前対策として簡単に対処できる方法のひとつ、「ひびわれ誘発目地」をご紹介します。 

にひび割れ誘発目地を設置することは、紙にミシン目を入れることと同じ事です。ミシン目の入ってい

ない紙は、どこで切れるかわかりません。でも、ミシン目が入っているとミシン目に沿って紙を切ること

ができます。 

 

 

 

 

 

 

 
このように「ひびわれ誘発目地」で計画的にひび割れ発生位置を決めておけば、ひび割れ箇所が規則的

になり、見映えが良くなります。 

コンクリートに発生するひび割れの制御方法の一つである、ひび割れ誘発目地を用いたひび割れ制御対

策として、誘発目地の設置に関して検討する場合の留意事項について、土木学会コンクリート標準示方書

を基に次にまとめました。 

1.ひび割れ誘発目地の定義 

・『ひび割れの制御を目的として、ひび割れ誘発目地を設ける場合には、構造物の強度および

機能を害さないように、その構造および位置をさだめなければならない。』 

(2007 年制定コンクリート標準示方書設計編：本編 14.8 参照) 
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1-1.使用目的 

・ひび割れ誘発目地は、『温度変化や乾燥収縮など外力以外の要因による変形が生じることが

ある。したがって、あらかじめ定められた場所にひび割れを集中させる目的で所定の間隔

で断面欠損部を設けておき、ひび割れを人為的に生じさせる』とあり、一般的にランダム

に発生するひび割れ発生位置を集中させるために使用する。 

(2007 年制定コンクリート標準示方書設計編：本編 14.8 参照) 

1-2.設置方法 

・『マスコンクリートについては[設計編：本編](12 章初期ひび割れに対する照査)により、

事前にセメントの水和熱による温度応力および温度ひび割れに対する照査を行なわなけれ

ばならない』とされている。(2007 年制定コンクリート標準示方書施工編 14.1(2)参照) 

・『一般的には、誘発目地の間隔は、コンクリート部材の高さの 1～2倍程度とし、その断面

欠損率は 30％～50％程度とするのがよい』とされている。 

(2007 年制定コンクリート標準示方書施工編 9.9 参照) 


